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【申し込み・問い合わせ先】　総務課　☎０８５９－５４－５２０１

ふるさと納税制度がはじまりました
ふるさと納税制度はふるさとへの寄付金です

　ふるさとのために何か貢献したい、がんばってい

るまちを応援したいといった納税者の思いを実現す

るため、自治体に寄付をされた場合、５０００円を

超える部分について一定の限度までは所得税と個

人住民税を合わせて全額控除する、ふるさと納税

制度がスタートしました。

大山町を応援していただくよう、

ご親戚やお知り合いの方々に

この取り組みをご紹介ください

１． 自然環境の保護のための事業　２．地域福祉の向上のための事業

３． 教育の振興のための事業　　　４．その他

　　お礼に大山町の特産品を送らせていただきます。

納税者
大山町

居住している自治体

最寄りの税務署

寄付金の使い道

寄付

受領証明書

　確定申告を
　してください
・受領証明書を添付

所得税還付

個人住民税減額

連絡

①

⑤

③

④

②

⑥

　　寄付は次の４つの事業から使い道を選ぶことができます。

　　いただいた寄付金は、大山町ふるさと応援基金に積み立てた後、

　　各事業に使わせていただきます。

ふるさと納税制度のしくみ

大山町赤坂の中山温泉館・生活想像館から望む大山



平成２０年 7月号3

　平成20年 4月から 75歳以上の方全員が加入する「後期高齢者医療制度」が

創設され、医療保険に加入する74歳以下の方からも後期高齢者医療制度を支援

していただくことになりました。

　そのため、これまでは医療給付費分と介護納付金分を併せて課税していました

が、平成20年度から新たに「後期高齢者支援金分」を合算して課税することに

なりました。

国保税は、次の４つの算定によって出た額を合計したものです。

所得割：前年の所得に対しての税率  資産割：固定資産税額に対しての税率

均等割：被保険者 1人あたりの税額  平等割：加入世帯１世帯あたりの税額

＜平成１９年度 税率・税額＞     ＜平成２０年度 税率・税額＞

医療分 

加入者全員 

介護分 

40 歳～64歳 
 

医療分 

0歳～74歳 

支援金分 

0歳～74歳 

介護分 

40 歳～64歳 

所 得 割 8.89％ 2.16％ 所 得 割 4.72％ 1.99％ 1.98％

資 産 割 38.01％ 13.49％ 資 産 割 25.45％ 10.50％ 12.85％

均 等 割 28,300円 11,750円 均 等 割 18,800円 7,950円 10,640円

平 等 割 25,030円 6,960円 平 等 割 17,000円 7,100円 6,150円

課税限度額 560,000円 90,000円

 

課税限度額 470,000円 120,000円 90,000円

→

　保険税が国民健康保険を支えています

みなさんが納めた保険税は、国の補助金などとともに、国民健康保険の大切な財源

となっています。

　国民健康保険はこの財源をもとに、みなさんがお医者さんにかかったときの費用

などを負担しています。

　大きな病気やケガをしたときでも、すべての人が安心して医療を受けることがで

きるように、国保の安定した運営ができるように、保険税をきちんと納めましょう。

　■問い合わせ先　保険税については　　　税務課　　　☎0859-54-5208

　　　　　　　　　国民健康保険については住民生活課　☎0859-54-5210

平成２０年度の

国民健康保険税率が決定



4平成２０年 7月号

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
                                            に関するお知らせ

■ 7月に自己負担割合および

所得区分の定期判定を行います

問い合わせ

◆住民生活課

☎０８５９－５４－５２１０

◆鳥取県後期高齢者医療広域連合

☎０８５８－３２－１０９７

　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

被保険者は、所得状況などにより医療費

の自己負担割合が異なります。4月の制

度施行時は、老人保健制度での負担割合

を引き継いでいましたが、この負担割合

については、毎年 1回、7月に前年の所

得に応じて判定が行われ（定期判定）8

月から新しい負担割合が適用されます。

　このほど、平成２０年度の住民税課税

状況に基づき、８月１日からの自己負担

割合の判定をします（表１参照）。その

結果、自己負担割合が現在お持ちの被保

険者証に記載の負担割合から変わる人に

は、７月末に新たな被保険者証をお届け

します。なお、変更がない場合は、現在

お持ちの被保険者証を引き続きご使用く

ださい。

　※世帯員の異動があったり、所得が更

正された場合は、月単位で負担割合を見

直すことになります。負担割合が変わる

人については、その都度、新しい被保険

者証をお届けします。

所得区分 負担割合 条件

一般 １割
区分が「現役並み所得者」

に当てはまらない方

 現役並み

 所得者
３割

同一の世帯に、住民税課税

所得が１４５万円以上の長

寿医療制度被保険者（本人

を含む）がいる世帯

　※ただし、同一世帯に長

寿医療制度被保険者１人（本

人）の場合は、年間収入が

３８３万円未満、また、被

保険者が２人以上（本人を

含む）いる場合は、合わせ

た年間収入が５２０万円未

満であれば、その旨を申請

いただくことにより、１割

負担となります。申請のご

案内を個別にお届けするよ

うにしています。

　※平成２０年７月までは、同一世帯の７０歳

以上の方の所得などで自己負担割合を判定して

いましたが、８月からは長寿医療制度（後期高

齢者医療制度）に加入している方のみで判定す

ることになります。

　《療養給付の区分と自己負担割合（表１）》

負担割合が変わる人には

7月末に新しい保険証をお届けします

おことわり

　この広報は、国が示す資料など

に基づき説明していますが、今後

変更されることもあります。
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■住民税非課税世帯の方は

食事代などが減額になります
　長寿医療制度被保険者の同一世帯全員

が住民税非課税の場合は、入院の際の食

事代や医療費の自己負担限度額などを減

額します（表２参照）。

　減額の認定を受けるためには、申請が

必要です。すでに認定を受けている人も、

８月以降入院が継続する場合や新たに入

院する場合は再度申請が必要です。

　交付された減額認定証を医療機関窓口

に提示することによって、自己負担が減

額されます。

　 ○受付開始日　８月１日（金）随時

○認定期間　　８月１日（金）から

　　　　　　　平成２１年７月３１日（金）

○必要なもの　・後期高齢者医療被保険者証

　　　　　　　・過去１２カ月の入院期間が

　　　　　　　　わかるもの

　　　　　　　・印鑑

○受付場所　　住民生活課または

　　　　　　　各支所総合窓口課

所得区分
自己負担限度額（月額） 一般病床

外来（個人） 外来＋入院（世帯） 食事代（１食）

  現役並み

   所得者
４４，４００円

80,100 円＋医療費が

267,000 円を超えた

場合は超えた分１％

※高額療養費の支

給が、４回目以降は

44,400 円

２６０円

一般 １２，０００円 ４４，４００円

区分Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
２１０円※１

１６０円※２

区分Ⅰ ８，０００円 １５，０００円 １００円

　《高額療養費の自己負担限度額と

　入院時に負担していただく食事代（表２）》

次のとおり申請を受け付けます。

△区分Ⅱ・・・住民税非課税世帯

△区分Ⅰ・・・住民税非課税世帯であって各所得が経費・控除を差し

引いたとき０円になる人 ( 年金所得の控除額は８０万円として計算 )

※１　過去１２か月の入院期間が９０日以内の場合の金額

※２　過去１２か月の入院期間が９１日以上の場合の金額

後期高齢者医療

保険料
　　 に関するお知らせ

問い合わせ

◆税務課

☎０８５９－５４－５２０８

７
月
に
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
を
決
定
し
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
め
方
（
受
給
さ
れ
る
年
金
の
額
に
よ
っ
て
２
つ
の
方
法
に
分
か
れ
ま
す
）

　

【
特
別
徴
収
】
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

　
　

 

年
金
受
給
の
際
（
4
・
6
・
8
・
10
・
12
・
2
月
）
に
年
金
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

【
普
通
徴
収
】
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

  

を
超
え
る
方

　
　

 

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
）

　
　

 

納
期
は
年
４
回
で
、
納
期
限
は
、
７
月
・
８
月
・
10
月
・
１
月
末
日
で
す
。



6平成２０年 7月号

きょういく
 通 信 通 信

きょういく
 通 信 通 信

自
分
自
身
を
再
発
見
し
よ
う

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
ス
タ
ー
ト

　

大
人
の
た
め
の
学
校
「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
の
入
学
式
が
６
月
19

日（
木
）、中
山
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」は
、

学
校
を
卒
業
し
、
家
庭
や
地
域
ま
た
は
会
社
な
ど
で
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
ん
で
き
た
人
た
ち
が
ふ
た
た
び
学
校
に
通
っ
て
多
様
な

学
習
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　

式
に
は
新
入
生
12
人
が
出
席
し
、
町
長
を
は
じ
め
講
師
や
関
係

者
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。学
校
長
の
祝
い
の
言
葉
に
続
き
、生

徒
代
表
の
鹿
島
繁
雄
さ
ん
が
「
学
習
に
励
み
、
実
り
多
い
も
の
に

し
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
入
学
式
終
了

後
は
、
山
田
教
育
長
に
よ
る
特
別
授
業
が
行
わ
れ
、
大
山
カ
レ
ッ

ジ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、
中
学
校
の
学
習
時
間
に

合
わ
せ
て
、
国
語
や
数
学
、
英
語
、
音
楽
、
芸
術
、
体
育
、
保
健

の
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
一

緒
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

入学式に先立ち、山口町長直筆
による看板を入口に掛け、開校
を祝いました

春の親子自然教室

名和公民館主催事業子どもカルチャー教室

　りんごづくり教室

　新緑のなか自然にふれ、親子の絆を振り返るき

かっけとして春の「親子自然教室」を 5月 25 日

（日）、大山青年の家で行いました。

　3歳以上の親子 16 家族が参加し、ピザ作りに

挑戦。4つの班にわかれ、ピザの生地づくりやトッ

ピングする材料の準備、かまどの火たきを協力し

て行いました。焼き上がったピザは、焦げたとこ

ろもありましたが、みんなで力をあわせたかい

あってとてもおいしく、きれいになくなりました。

　食後は、春の草花や鳥を探しながら、親子で散

策を楽しみました。

　小学生を対象としたりんごづくりの体験教室（全

4回）の第 1回目を 5月 25 日（日）、田草健二さん

（東谷）のリンゴ園で行いました。

　今回の体験はりんごの摘果作業です。いくつか

なっている果実から大きく形のよさそうなものを選

び、それ以外をはさみで切り落とします。

　参加した子どもたちは、「どれが大きくて良い実

か選ぶのが難しい」「他の実がもったいない気もす

るけど、大きくなるのが楽しみ」など、初めての作

業にとまどいながらもおいしいりんごができるため

の第 1段階を学びました。次回は 10 月にりんごの

袋をはずし、自分の名前や文字をシールで貼る作業

をします。

どれを残したらいいかな・・・真剣なまなざし

〜
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
っ
て
学
び
ま
し
た
〜

▲

入学式終了後、山田教育長による
特別授業を受ける新入生の皆さん ◆

問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

幼児教育課主催事業
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　本年度第 1回目の『大山学講座』は 5月 31日に、

大山の自然観察会を行いました。

　当日は、朝５時まで大雨で霧が立ちこめていま

したが、開始時間には天候も回復し、露に光る新

緑を楽しみながら、寂静山コースを約３時間かけ

て散策しました。

　ふだん、なにげなく目にしている植物でも、大

山自然観察会指導員の鷲見先生のくわしい説明

で、とても身近に感じることができました。自然

豊かな大山ならではの植物、すばらしい景色を堪

能し、満足のいく講座となりました。

※自然観察会は 9月にも開催予定です。



8平成２０年 7月号

読
書
で
豊
か
な
心
を

「
ニ
ッ
パ
」
が
小
学
校
に
図
書
寄
贈

青空に向かってたくましく元気よく

小 学 校 運 動 会

　

高
田
工
業
団
地
に
進
出
し
て

い
る
「
ニ
ッ
パ
株
式
会
社
」
が
、

創
業
60
周
年
及
び
同
町
へ
の
進

出
10
周
年
を
記
念
し
て
町
内
の

小
学
校
へ
総
額
２
０
０
万
円
分

の
図
書
を
寄
贈
し
、
5
月
20
日

名
和
小
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ニ
ッ
パ
の
林
社
長
か
ら
中
山

小
、
名
和
小
、
大
山
西
小
、
大

山
小
の
代
表
児
童
へ
目
録
が
贈

ら
れ
、
代
表
と
し
て
林
原
悠
さ
ん

（
名
和
小
）
が
「
た
く
さ
ん
の
本

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

切
に
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

林
社
長
は
、「
い
つ
も
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
大
山
町

の
子
ど
も
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

目録を受け取る杉原陽南さん（名和小）
●
大
山
小
学
校

●
名
和
小
学
校

　雨で 1日順延になった学校もあり、今年は 6月 1日（日）に町内 4

つの小学校で運動会が行われました。元気いっぱいにグラウンドをか

けまわる子どもたちに、観覧席からは熱い声援が送られていました。

　

「
大
山
賛
歌
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
の
入
場
行
進
、
そ
の
あ
と
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
で
演
技
が
始
ま
り
ま

し
た
。
色
別
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、

上
学
年
、
下
学
年
と
も
各
チ
ー
ム

か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
大
声
援

　

大
山
小
で
は
紅
白
対
抗
で
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
年
生
に
と
っ
て
小
学
校
へ

入
学
し
て
は
じ
め
て
の
運
動

会
。
元
気
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み

ま
し
た
。
玉
入
れ
合
戦
で
は
、

小
さ
な
体
を
一
生
懸
命
に
つ

か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

を
受
け
て

接
戦
を
繰

り
広
げ
ま

し
た
。

　

行
事
ご

と
に
た
く

ま
し
く
な

る
子
ど
も

た
ち
で
す
。

中学校のあり方を考える会を 3地区で実施
　大山町教育審議会から諮問事項「これからの中学校のあり方について」の答申をいただき、

これを受けて、5月 14 日・15 日・16 日の 3日間、３地区で「中学校のあり方を考える会」

を開き、中学校の統合についての意見を広く町民の皆さんからいただきました。　
【主な意見】

●統合すべきではない

・ 最近子どもを狙った犯罪が多く、

子どもの体力的な負担も考えると通

学距離は短いほうが良いのでは。保

護者も帰って来るまで心配だ。

・ 統合して、中学校が無くなってし

まった地域は子どもがいなくなって

廃れていくのではと心配する。

・ 学校がなくなると、地域力が落ち

る。

・ バスで数十分が、生徒に対して負

担になる。

・ 今後の子どもの数で３校のままで

不都合が起こるとは思えない。創意

工夫をして、大山町の特色ある教育

を作っていくことができるはずだ。

●その他

・少子高齢化は大山町だけで考える

ことか。学校は地域に必要と思うが、

周囲の状況も考えて検討したほうが

良いのではないか。町内の学校に通

うことに限定せず、近いところがい

いという考えや意見も出てくる。

　・今後も多くの町民の意見を聞き、

十分に討議して欲しい。

＊ 当日は、中山地区 48 人、名和地区

28 人、大山地区 29 人の出席で、保護

者の立場、住民の立場、教員の立場か

ら意見をいただきました。中には、若

いお母さんから子育てしやすいまちづ

くりのご提言もありました。

　今後は、この意見を参考にしながら、

又、より多くの意見を聞き教育委員会

として、今後の中学校のあり方につい

て方向性を出していきます。

●統合すべき

・ 統合に賛成である。校舎の老朽化

がひどいところもあり（雨漏りな

ど）、そんなところに子どもが通う

のはかわいそうだ。1校舎に統合し、

良い校舎を建てては。

・ クラス替えがないのは、人間関係

が停滞しやすくなる。

・ 現実に子どもは減っている。実態

に即して対処して欲しい。有意義に

立派に育つように。

・ いつまでもセンチメンタルな事は

言っていられない。世の中は変わっ

てきている。統合しても大丈夫だと

思う。

・ 自分はマンモス校で育った。1ク

ラスで中学校までと考えると怖い。
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（問い合わせ先）　農林水産課　☎０８５８‐５８‐６１１６（中山支所内）

束積集落、井出作業の様子

中山間地域等直接支払事業の実施状況（別紙）

地区 集落名
協定
参加数

対象面積
(m2)

交付金（円）

羽田井 75 576,281 5,022,647

束積 63 318,894 2,551,152

八重 29 207,250 1,658,000

退休寺 38 97,329 778,632 地区 集落名
協定
参加数

対象面積
(m2)

交付金（円）

高橋 44 187,892 1,832,556 別所 27 252,239 5,297,019

殿河内 30 131,465 1,051,720 畑 20 181,268 3,806,628

塩津 18 81,097 519,020 原 21 183,456 3,852,576

中尾 41 128,420 821,888 蔵岡 28 238,954 4,358,128

岡 61 242,488 1,939,904 前 25 221,036 3,713,404

松河原 37 125,904 1,007,232 今在家 21 171,856 2,887,180

長野 38 195,221 1,249,414 佐摩 34 221,809 3,726,391

庄田 6 46,515 372,120 鈑戸 27 257,914 4,332,955

小計 12 480 2,338,756 18,804,285 種原 22 294,509 6,184,689

前谷 45 191,309 1,530,472 明間 10 82,814 874,789

倉谷 55 253,152 2,025,216 赤松 64 432,664 7,058,230

小竹 48 218,792 1,750,336 一の谷 13 51,103 1,073,163

上坪 73 291,463 2,331,704 宮内 27 245,278 2,610,995

坪田 55 273,340 2,186,720 坊領 67 554,517 5,453,165

門前 38 168,129 1,345,032 長田 42 260,695 4,379,676

梶原 27 135,673 868,307 所子 9 23,715 151,776

旧奈和 37 291,020 3,920,677 小計 16 457 3,673,827 59,760,764

小計 8 378 1,822,878 15,958,464 合計 36 1,315 7,835,461 94,523,513

中
山

名
和

大
山

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
事
業
の

実
施
状
況
を

　

公
表
し
ま
す

　

平
成
19
年
度
事
業
に
お
け
る
集

落
協
定
の
締
結
状
況
、
交
付
金
の

交
付
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
産
条
件
が
不

利
な
地
域
に
お
け
る
農
用
地
の
耕

作
、
適
切
な
農
用
地
の
維
持
・
管

理
及
び
水
路
、農
道
な
ど
の
維
持
・

管
理
を
、
平
成
21
年
度
ま
で
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
は
36
の
集
落
協
定

を
認
定
し
、
次
の
表
の
と
お
り
交

付
し
ま
し
た
。
各
協
定
集
落
は
、

こ
の
交
付
金
に
よ
り
、
協
定
参
加

者
が
協
力
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
と
発
生
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
地
な
ど
の
多
面
的
機
能

の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
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町のイベントを視察

職員の給与

区分 職員数
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

19年度 219 人 8億 595 万円 1億 2,318 万円 3億 3,011 万円 12 億 5,924 万円

（注）  １．職員手当には退職手当を含んでいません。  

        ２．給与費は当初予算に計上された額です。

        ３．職員数は、平成 19年４月１日現在の人数です。

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

大山町 40.8 歳 303,533 円 44.1 歳 308,015 円

国 40.7 歳 325,724 円 48.8 歳 287,094 円

■職員給与費の状況 ( 普通会計決算）

■職員の平均給与月額の状況

（注）｢平均給料月額」とは、平成 19年 4月 1日現在に

おける各職種ごとの職員の基本給の平均です。

■特別職の報酬などの状況
（平成 19年４月１日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当

町長 （※）711,000 円

3.3 月分

副町長 （※）575,120 円

教育長 （※）545,560 円

議長 308,000 円

副議長 229,000 円

議員 215,000 円

■職員の初任給の状況

区分
初　任　給

大山町 国

一般行政職員
大学卒 （※）165,094 円 170,200 円

高校卒 （※）134,248 円 138,400 円

技能労務職 高校卒 （※）129,980 円 　　　　－   

（平成 19年４月１日現在）

■平成 19 年度の給与減額措置

　　町長 10％、副町長 9％、教育長 8％、一般職 3％

■ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１．ラスパイレス指数とは、国家

公務員の給与水準を 100 とした場合の

地方公務員の給与水準を示す指数です。

２．類似団体平均とは、人口規模、産業

構造が類似している団体のラスパイレス

指数を単純平均したものです。 

大山町職員の状況
　平成 19 年度の大山町職員の給与状況、

人事行政の運営などの状況を公表します。

（平成 19年４月１日現在）

（※）給与減額措置後の額です
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（１）職員採用の状況

　　（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）

　　一般行政職（事務）の職員を１人採用しました。

（２）職員の退職の状況

　　（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日）

定年退職 3人

勧奨退職 12人

計 15 人

（１）職員の勤務時間

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 休息時間

40時間 8:30 17:15 12:00 ～ 12:45 廃止

（２）年次有給休暇の取得状況（平成 19年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日）

総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数 取得率

7,086 日 2,302 日 184 人 12.5 日 33%

（３）育児休業の状況（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）

男性 女性

新たに育児休業を取得した者 0人 6人

前年度から引き続いている者 0人 1人

（１）分限処分者数（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）　　　　（単位：人）

降任 免職 休職 降給 計

心身の故障の場合 0 0 3 0 3

（２）懲戒処分者数（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）　　　　（単位：人）

研修の状況

（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31 日）

研修名 参加者数

鳥取県自治研修所研修 22人

市町村中央研修所研修   8 人

庁内研修（人権研修等） 全職員対象

　　健康診断の状況

　　（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日）

　　　　①定期健康診断

　　　　②人間ドック

人事行政の運営状況

■職員の任免に関する事項

■職員の勤務時間その他の勤務条件

■職員の分限及び懲戒処分の状況

■職員の研修の状況 ■職員の福祉及び利益の保護の状況

免職 停職 減給 戒告 計 訓告等

職務の義務を怠った場合 0 0 0 0 0 1

（注）｢対象職員数」とは、平成 19年 1月 1日から平成 19 年 12 月 31 日までの全期間を
在職した首長部局の非現業の職員数をいいます。
（注）総付与日数とは、平成 19 年 1 月 1日現在において各職員に付与された日数（前年
からの繰越分を含む）を対象職員数にわたって合計したものをいいます。

（注）「訓告等」は、訓告・厳重注意など実質的に制裁を伴わない措置です。
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まちの話題

大山小のグラウンドで
芝張り作業

町
を
き
れ
い
に

〜
名
和
地
区
一
斉
清
掃
〜

父
へ
の
感
謝
を

バ
ラ
に
込
め
て

大原さんからバラを受け取る山口町長

災害時の協力を
誓う

　

大
山
町
と
大
山
町
建
設
業
協
議
会
（
小
掠

博
文
会
長
、
28
社
）
は
5
月
28
日
、
地
震
や

風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
基
本

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
建
物
の

崩
壊
に
と
も
な
う
障
害
物
の
除
去
の
ほ
か
、

道
路
や
河
川
な
ど
の
機
能
確
保
や
応
急
復
旧

作
業
、
建
設
資
機
材
な
ど
の
調
達
・
輸
送
な

ど
で
、
全
部
で
７
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
大
山
町
の
災
害
時
に
お
け
る
対

応
が
迅
速
か
つ
的
確
に
行
え
る
体
制
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
、
連
絡
体
制
な
ど
細
部
に
つ
い
て
の

協
議
を
重
ね
、
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
す
。

　握手をして協

力を誓う小掠会

長（左）と山口

町長（右）

▲

　

6
月
１
日
の
日
曜

日
、
早
朝
か
ら
名
和

地
区
で
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
名
和
地

区
の
う
ち
25
部
落
・

区
が
取
り
組
み
、
地

元
周
辺
の
草
刈
り
、

側
溝
掃
除
、
海
岸
清

掃
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
清
掃
後
は
、
投

げ
捨
て
ら
れ
た
ご

み
な
ど
も
片
づ
け
ら

れ
、
大
変
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

父への感謝を
バラに込めて

　米子地区花き生産者協議会バラ部会は、

父への感謝、敬意、家族の対話、花き需要

の啓発のため「父の日にバラを贈ろう」と

毎年、生産者が住む市町村へバラの花束と

花かごを贈ってＰＲしています。

　6 月 11 日（水）に、日本ばら切花協会

鳥取県支部長の大原広已さん（所子）が協

議会を代表し、町長にバラを贈りました。

大原さんは、「父の日にバラを贈ることを

ぜひ習慣に」と話しました。

グラウンドに
緑の芝を

　

6
月
10
日（
火
）、大
山
小
学
校（
金
田
吉
人
校
長
、１
０
３
人
）

の
児
童
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
張
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
38
人
が
先
生
の
指
導
の
も
と
、
37

㌢
×
30
㌢
の
マ
ッ
ト
状
に
裁
断
さ
れ
た
芝
を
４
㌢
間
隔
に
並

べ
、
野
球
の
内
野
部
分
を
除
く
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
内

の
約
１
５
０
０
㎡
に
張
っ
て
い
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
児
童
た
ち
は
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
予
定
さ
れ
て
い

た
区
画
の
芝
張
り
を
終
え
、流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
9
月
の
大
山
町
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で「
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
芝
生
を
植
え
、
子
ど
も
に
の
び
の
び
と

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
」
と
出
さ
れ
た
の
に
対
し
、
大
山

小
学
校
で
モ
デ
ル
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。　

　

低
予
算
に
悩
む
学
校
に
対
し
、
大
山
町
建
設
業
協
議
会
（
小

椋
博
文
会
長
）
か
ら
整
地
作
業
な
ど
全
面
的
に
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
芝
は
、
秋
に
は
一
面
緑
と
な
る
予
定
で
す
。「
安

全
で
美
し
い
運
動
場
で
、
子
ど
も

た
ち
に
お
も
い
っ
き
り
身
体
を
動

か
し
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
金
田
校

長
は
話
し
ま
す
。
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まちの話題

健康増進に
役立てて
　高田工業団地に名和工場を構える、マッ

サージ機の製造販売会社「ファミリー株式

会社」（稲田二千武社長 本社・大阪市）か

ら、町内の診療所にマッサージチェア３台

を寄贈していただきました。これは本町出

身の稲田社長の、地元の方に喜んで使って

もらい健康づくりに役立ててほしいとの思

いが実現したもので、５月２８日に大山診

療所、大山口診療所、大山口リハビリセン

ターに１台ずつ設置されました。肩や背中

のほか足までマッサージができます。待合

時間にぜひご利用ください。

マッサージチェア
３台を寄贈

　設置された

マッサージチェ

ア（大山診療所）

▲

名和マラソンフェスタ2008
　

快
晴
の
5
月
18
日
（
日
）、
名
和
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
タ
が

名
和
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
発
着
点
に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

１
０
１
７
人
が
参
加
し
て
自
慢
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
選

手
は
ハ
ー
フ
、
10
㌔
、
５
㌔
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
体
力
に
応
じ
16
部
門
に
分
か
れ
、
沿
道
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
走
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

招
待
選
手
は
２
回
目
の
参
加
と
な
る
旭
化
成
の
安
部
友
恵

さ
ん
。
5
年
前
の
２
０
０
３（
平
成
15
）年
に
出
場
し
た
ハ
ー

フ
の
部
で
は
、
女
子
の
ベ
ス
ト
記
録
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
ご
主
人
で
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
河
野
文
憲
さ
ん
と
1
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
町
さ
れ
、
ハ
ー
フ

の
部
で
参
加
選
手
と
と
も
に
さ
わ
や
か
な
走
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

参
加
選
手
の
中
で
は
、
5
㌔
男
子
中
学
生
以
下
の
部
で
、

大
山
小
学
校
6
年
生
の
古こ

礒い
そ

瞳と
う

衣い

く
ん
が
、
好
タ
イ
ム
で
第

4
位
に
入
賞
し
、
健

闘
が
光
り
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
参
加
し

た
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々

も
、
走
路
誘
導
や
給

水
所
な
ど
に
分
か
れ

選
手
を
応
援
し
ま
し

た
。

▲第 1 給水所（10

キロの折り返し点）

の御来屋漁港の様

子。ボランティアの

活躍と沿道の声援に

応える選手の皆さん

みんなが走った！

お
な
か
に 

お
は
よ
う 

朝
ご
は
ん

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
も
６
月
19
日
に
県
内
一
斉
「
食
育

の
日
・
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
山
町
で
は
、
県
と
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

の
協
力
で
、
町
内
10
保
育
所
で
、
お
迎
え
時
の
保
護
者
と

園
児
に
、
朝
食
摂
取
率
の
向
上
と
食
育
の
日
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
啓
発
ち
ら
し
と
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

光
徳
保
育
所
に
は
と
り
モ
ー
も
登
場
し
、「
毎
日
朝
ご

は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
い
い
な
が
ら
グ
ッ

ズ
を
渡
す
と
、
驚
き
な
が
ら
も
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
る
親

子
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
ご
は
ん
に
は
①
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
②
体

温
を
上
げ
る
③
胃
や
腸
を
刺
激
し
て
便
秘
を
予
防
す
る
④

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
１
日

の
出
発
の
原
動
力
で
あ
る
朝
ご
は
ん
を
家
族
み
ん
な
で
楽

し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

食育の日・朝食キャンペーン
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まちの話題

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

児
童
が
田
植
え
体
験

　

米
作
り
を
と
お
し
て
、
食
べ
物
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
な
ど
を
養
お
う

と
5
月
24
日
（
土
）、
あ
す
な
ろ
児

童
館
の
主
催
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
空

模
様
で
し
た
が
、
名
和
小
学
校
や
大

山
西
小
学
校
の
児
童
34
人
が
参
加
。

教
師
、
保
護
者
ら
が
見
守
る
な
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
押
平
の

松
田
信
子
さ
ん
と
西
山
榮
子
さ
ん
の

ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
と
共
に
、
人
権
交

流
セ
ン
タ
ー
横
の
前
田
勇ゆ

う

さ
ん
（
上

福
）
所
有
の
３
ア
ー
ル
の
水
田
に
も

ち
米
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
雨
具
と
田
植
え

た
び
姿
で
児
童
館
職
員
の
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
水
田
の
中
へ
。「
苗
は

奥
ま
で
植
え
て
」「
後
ろ
に
下
が
る

時
は
穴
を
な
る
め
て
」
な
ど
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
苗
を
と
り
わ
け
ひ

も
に
揃
え
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
植
え

て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
泥
に
足
を

と
ら
れ
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
尻
も
ち

を
つ
く
子
も
。
み
ん
な
で
助
け
合
い

な
が
ら
1
時
間
後
に
は
整
然
と
苗
が

植
え
揃
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
菖
蒲
湯
に
つ
か
り
泥
を

流
し
た
後
、
昨
年
収
穫
し
た
も
ち
米

で
作
ら
れ
た
ぼ
た
も
ち
を
口
い
っ
ぱ

い
に
ほ
お
ば
り
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。

　

秋
に
は
カ
マ
で
稲
刈
り
を
し
、
は

で
木
に
か
け
脱
穀
し
、
10
月
の
収
穫

祭
で
も
ち
つ
き
を
し
て
食
べ
る
予
定

で
す
。

大山夏山開き祭
　

大
山
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る
、
第
62

回
大
山
夏
山
開
き
祭
が
６
月
７
日
、
８
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
前
夜
祭
で
は
、
大
神
山
神
社
奥
宮
で
神

事
と
ザ
イ
ル
祭
（
登
山
の
安
全
を
祈
願
し
、
登
山

用
の
ロ
ー
プ
（
ザ
イ
ル
）
を
奉
納
す
る
も
の
）
が

行
わ
れ
た
後
、
恒
例
の
た
い
ま
つ
行
列
が
ス
タ
ー

ト
。
約
２
千
本
の
た
い
ま
つ
が
、
大
神
山
神
社

か
ら
博
労
座
駐
車
場
ま
で
炎
の
帯
を
つ
く
り
ま
し

た
。

　

８
日
は
、
山
頂
で
登
山
者
の
安
全
を
祈
願
す

る
山
頂
神
事
が
行
わ
れ
、
関
係
者
や
登
山
客
ら

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
絶
好
の

登
山
日
和
に
恵
ま
れ
、
終
日
で
５
０
０
人
が
山
頂

を
目
指
し
、
賑
や
か
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

博
労
座
駐
車
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
リ
ー

ド
ボ
ー
カ
ル
、
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
で
音
楽
を
奏

で
る
女
性
３
人
組
の
ク
ラ
シ
カ
ル
・
ポ
ッ
プ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
と
、
大
山
町
出
身

の
桂
木
龍
さ
ん
の
Ｂ
Ｓ
Ｓ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
大

山
賛
歌
体
操
の
お

披
露
目
や
大
山
町

出
身
の
小
夏
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
も
開
か
れ
、
参

加
者
は
大
山
を

背
に
心
地
よ
い
音

楽
を
楽
し
み
ま
し

た
。

▲前夜祭でのたいまつ行列では、各種団

体や仲間、家族での参加が目立ち、賑や

かに行われました
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まちの話題

全
国
一
斉
「
あ
そ
び
の
日
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
８
年

　

５
月
20
日
、
大
山
青
年
の
家
で
所
子

保
育
所
と
保
護
者
会
が
協
力
し
て
親
子

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
親
子
で

３
Ｂ
体
操
と
パ
ン
焼
き
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

３
Ｂ
体
操
は
今
年
の
２
月
に
保
育

所
に
指
導
に
き
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、「
あ
そ
び
の
日
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
ぜ
ひ
所
子
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
に
と
、
財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
方
に
き
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
家
族
や
そ

こ
に
集
う
み
ん
な
が
あ
そ
び
を
通
し
て

ふ
れ
あ
い
、
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た

催
し
で
す
。

　

ま
ず
は
幼
児
教
育
課
の
尾
崎
栄
養
士

の
指
導
で
パ
ン
生
地
づ
く
り
を
し
、
材

料
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
揉
ん
だ
あ

と
、
発
酵
す
る
ま
で
の
間
に
親
子
で
３

Ｂ
体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は｢

子
ど
も
た
ち
が
こ

ん
な
に
喜
ぶ
と
は
思
わ
な
か
っ
た｣

「
３

Ｂ
体
操
っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
や
っ
て
み

る
と
楽
し
い
も
の
で
す
ね
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。協
会
の
方
は「
普

段
か
ら
リ
ズ
ム
遊
び
を
取
り
入
れ
て
お

ら
れ
る
の
で
反
応
が
い
い
で
す
ね
」
と

感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

　

３
Ｂ
体
操
の
あ
と
は
ふ
く
ら
ん
だ
パ

ン
生
地
を
竹
の
棒
に
巻
き
つ
け
て
、
お

と
う
さ
ん
方
の
協
力
で
で
き
た
か
ま
ど

で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
く
る
く
る
回

し
な
が
ら
焼
き
ま
し
た
。
こ
ん
が
り
焼

け
た
パ
ン
は
と
て
も
お
い
し
く
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
十
分
に
楽
し
ん
だ
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

全国一斉 あそびの日
キャンペーン２００８年

所子保育所 親子レクリエーション

バードウオッチング
大山保育所

　

愛
鳥
週
間
中

の
５
月
中
旬
、
双

眼
鏡
と
水
筒
を

も
ち
、
大
山
保
育

所
年
長
児
14
人
が

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
に
出
か
け
ま

し
た
。

　

自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
、
目
的
の

大
山
青
年
の
家
を

目
指
し
て
歩
く
こ

ベルを使って楽しく３Ｂ体操をする親子　
　　　　　　　　　　　　（大山青年の家）

と
一
時
間
。

　

大
山
青
年
の
家
で
は
、
職
員
の
方
に
夏
鳥
、
留
鳥
な
ど
の
鳥
の
種
類
や
鳴

き
声
の
特
徴
な
ど
を
教
わ
り
、
森
の
中
へ
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
足
元
に
咲

く
草
花
や
樹
木
の
名
前
を
教
わ
り
な
が
ら
、
時
折
聞
こ
え
る
小
鳥
の
鳴
き
声

に
耳
を
澄
ま
せ
、
双
眼
鏡
で
そ
の
姿
を
探
し
追
う
子
ど
も
た
ち
。
途
中
雨
が

降
り
、
雨
具
を
身
に
つ
け
て
歩
き
、
雨
宿
り
し
な
が
ら
探
険
を
続
け
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
雨
は
上
が
り
、
帰
り
道
は
雨
に
洗
わ
れ
た
樹
木
の
緑
が
一
層
美

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
る
途
中
も
小
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
り
、
姿

が
見
え
た
り
す
る
と
、
素
早
く
双
眼
鏡
を
の
ぞ
く〝
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〞

姿
が
板
に
つ
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
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シリーズ 　愛育委員会です　その③

   梅雨真っ只中で、食べ物もいたみやすい時節

です。食品の管理には気をつけて、食中毒に注

意しましょう。冷蔵庫は、詰めすぎや扉の開閉

にも注意して適温を保ち、過信しないように心

がけましょう。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート

大山賛歌体操
ガイナーレ鳥取と一緒に
　　　　　　　ー５月２１日ー

大山町女性団体連絡協議会総会 ー６月１日ー

　旧３町の女性団体が一つになって３年目。一つ一つの事業を通して互いを理解し、

まとまっていけるよう努力されています。愛育委員会も協力したいと思っています。

平成２０年度大山町女性レクリエーション大会は９月２１日（日）中山トレーニング

センターで行われる予定です。女性の皆さん！一緒に楽しみましょう！

　愛育委員会も本格的な活動をはじめています。今年度は特に大山賛歌体操の普及に協力して

います。秋には乳がんの研修会も計画しています。どなたでも参加できますので奮ってご参加

ください。

▲米子市「やまつみスポーツクラブ」

で普及会を行い、サッカーのガイナー

レ鳥取の若いスタッフ６人と県の長寿

福祉課４人の皆さんと一緒に体操をし

ました。若い青年たちはすぐに覚えて

下さって「私たちのほうが力をもらっ

た」と愛育委員会普及員のうれしい声

がありました。

大山山開き祭ー６月８日ー

　大山博労座で大山賛歌体

操のお披露目会が行われま

した。カラス天狗市のお客

様もにぎやかに参加してく

ださいました。

ＹＯＮＡＧＯピンクリボンフェスタに

参加しました。ー５月１１日ー

　自らも乳がんと戦っておられる女優の宮崎ます

みさんの講演を聞きました。女性の心と体の大切

さを考える機会となりました。乳がん検診『マン

モグラフィー』を受けて早期発見を。

大山賛歌体操のお披露目です

▲

（ピンクリボン運動は乳がんの早期発見、早期診断、早期治療を呼びかける運動です）

▲

本年度の女性レクは９月２１日（日）の予定！

＊視察研修で
行った篠山市い
ぬい福祉村で使
われていた「心」
の文字をデザイ
ンしたハートの
マーク。愛育委
員会も心が伝
わるような活動
を目指していま
す。
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好
評
！

大
山
町
産
コ
ー
ナ
ー

大山恵みの
里だより
   vol. ７

※問い合わせ先

　（財）大山恵みの里公社

　　　TEL　0859‐39‐5016

　　　FAX　0859‐53‐3163

　役場大山振興課

　　　TEL　0859‐53‐3313

　　　FAX　0859‐53‐3163

　作家、学会理事、コラムニスト、講演・セミナー

講師、企業サポートの会主宰など、幅広い活動を通

じてビジネススタイルとその具体的なやり方を語り

続ける。

　山口大学卒（専攻は美学）。大手小売業にて実務

を経験後、広告代理店を経て、1992 年「オラクル

ひと・しくみ研究所」を設立。数々の大手企業プロ

ジェクトを手がける。また、人の「感性と行動」を

軸にビジネスを組み立てる理論を体系化し、2000

年からは、その理論を現場で実践する人をサポート

する会「ワクワク系マーケティング実践会」主宰。

現在全都道府県から約 1500 社が参加している。著

書は、最新刊『ビジネス脳を磨く』（日本経済新聞

出版社）をはじめ計 18冊。

● 講師紹介

　オラクルひと・しくみ

研究所代表。

　日本感性工学会理事。

静岡大学大学院客員教

授。

大山恵みの里づくりセミナー（第 4回・マーケティング）

失われた「売り上げ」を探せ！
～感性価値創造のための実践マーケティング～

　目からウロコ！？で即実践！本気で売り上げを伸ばすた

めのセミナーです。生産者から商工業者、どなたでも参考

● 主催　財団法人大山恵み

の里公社、鳥取県西部東商

工会産業支援センター、大

山町商工会

● 協賛　大山町

小
こ

阪
さか

裕
ゆう

司
じ

　氏

日時：７月２７日（日）
午後３時００分から

場所：  中山温泉・生活想像館わくわくホール
　　　　　　　　　　　（大山町赤坂 708 番地）

●講師：小阪裕司（オラクルひと・しくみ研究所代表）

お知らせ

●受講料：一般 1,000 円（大山町商工会会員無料）

にしていただけます！消

費者の感性に対応したワ

クワク系マーケティング

を勉強してみませんか？

　

5
月
12
日
か
ら
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
（
米
子
市

米
原
）
に
開
設
し
た
大
山
町
産
品
コ
ー
ナ
ー

が
お
客
様
に
大
変
好
評
で
す
。
5
月
は
端
境

期
で
野
菜
が
少
な
い
時
期
で
し
た
が
、
春

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
ナ
ッ
ク
エ

ン
ド
ウ
な
ど
朝
採
れ
新
鮮
野
菜
が
た
く
さ
ん

並
び
ま
し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
に
生
産
者
の
名

前
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
が
わ
か
る

商
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
お
客
様
に
安
心

感
を
与
え
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
野
菜
や
果
物
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
す
。
公
社
で
は
出
品
さ
れ
る
方
の
登

録
を
引
き
続
き
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
商
品

が
多
く
な
れ
ば
売
り
場
を
広
げ
、
よ
り
充
実

〝
大
山
町
の
恵
み
〞
を

一
緒
に
売
り
込
み
ま
せ
ん
か
？

　

大
山
の
恵
み 

か
ら
す
天
狗
市
実
行
委
員

会
で
は
、
新
規
出
店
者
（
会
員
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
町
内
で
収
穫（
水
揚
げ
）、生
産
、

加
工
さ
れ
た
「
大
山
」
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に

つ
な
が
る
生
鮮
品
や
工
芸
品
、
特
産
品
、
料

理
な
ど
を
町
内
で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
町
内
在
住

し
た
コ
ー
ナ
ー
に
仕
立

て
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
以
外
の

販
路
も
開
拓
予
定
で
す

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

の
個
人
や
町
内
に
拠

点
を
置
く
団
体
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
し
く
は
大
山

振
興
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
町

民
一
丸
と
な
っ
て
大

山
町
を
売
り
ま
し
ょ

う
！
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参加無料

NO.38

●図書館はくらしに役立つ図書館をめざしています
   大山町立図書館では、病気についての情報を収集しやすくするために闘病記文庫を設立したり、地元のこ

とがよくわかるよう郷土資料を充実させるなど、みなさんのくらしに役立つよう努力しています。

一般・文学

★ ダモイ遥かに／辺見じゅん

★ 愛しの座敷わらし／萩原浩

★ 腕貴探偵、残業中／西澤保彦

★ 踊る陰陽師／岩井三四二

★ 風花／川上弘美

★ 失くした記憶の物語／ガブリエル・ゼヴィン

★ 証人たち／ジョルジュ・シムノン

★ 消失　第３巻／高杉良

★ 楊令伝５／北方謙三　

★ いのちのパレード／恩田陸

★ 群青に沈め／熊谷達也　

エッセイ

★ 奇縁まんだら／瀬戸内寂聴

★ 「気づき」のチカラ／柳田邦男

★ 熟年革命／渡辺淳一

★ 「捨てる」生き方／浅野裕子　　　　　　　　

　　 

と　き：７月５日（土）10:00 ～ 11:00

ところ：大山公民館

牛乳パックとペットボトルを利用して、

身の回りの小物を作ります。

《図書館行事》

みんなで工作しよう

と　き：７月２６日（土）10:00 ～ 11:30

ところ：町立図書館本館

町の大工さんにノコギリ・トンカチの使い

方を習って工作をします。定員２０人。（申

し込みは本館まで）

大工さん遊び

郷土

★ 鳥取県の無らい運動／鳥取県

★ 郷土出身文学者シリーズ４河本緑石／

　　　　　　　　　　　　　　波田野頌二郎　

児童・絵本

★ 双眼鏡で星空を楽しむ本／藤井旭

★ しろくまのアンヨくん／角野栄子

★ そして、だれも･･･／星新一

★ 平和への想い／日本戦災遺族会

★ 流れ行く者／上橋菜穂子

★ カモメがくれた三かくの海／山下明夫

★ おばけのおはるさん／末吉暁子

★ かえるのピータン／どいかや

★ でんしゃのたび／間瀬なおかた

★ いけのおと／松岡達英

★ ともだちみつけた／森山京

★ ソルビム／ペ・ヒョンジュ　　　　　 　　

　　　　　　　　　 

存在追憶　限りなき時の中に
髙山辰雄／著　角川書店

  美しい風景画を描き続けた東山魁

夷が今年生誕 100 年を迎えました。

この画家と同じ時期に活躍したの

が、髙山辰雄です。紹介したこの本

は、生前インタビューをした内容を

編集したものですが、髙山の絵画に

対する気高い姿勢を、言葉の端々か

ら感じることができます。「私は人

間が描きたい」「花びら 1枚でも人間を表したい」と 80 年近

く描き続けた彼の絵の中で、『食べる』という作品に魅かれます。

人を優しく見つめることのできる本です。（ふ）

と　き：８月２日（土）10:00 ～ 11:30 

ところ：名和公民館

科学工作をしよう！

と　き：８月３日（日）10:30 ～ 11:00

ところ：名和公民館

あっつい夏のお話会
とつげきお話隊

町立図書館 TEL0858-49-3010
名和分館  TEL0859-54-2688
大山分館  TEL0859-53-3003

大山町立図書館発 

うるおい通信 Ｎｏ.３８ 
 

 

 

名和分館 

本館 

大山分館 

鳥取県内市・町立図書館 

鳥取県立図書館 

国立国会図書館 

大山町立図書館 

図書館ネットワーク 

職員のおすすめの本

　日々の生活の中で、調べもので困っているときは、図書館司書に

ご相談ください。

　図書館に、所蔵がないときには、県立図書館・鳥取県内の各図書

館から本を借りることができます。さらに鳥取県内に資料がないと

きでも、国立国会図書館から大山町立図書館まで、本を取り寄せて

閲覧することもできます。（資料の複写を郵送していただけるサービ

スもあります。）

　その他にも、いろいろなネットワークでお手伝いできます。ぜひ

ご利用ください。
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人権のつぼ 37
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

さまざまな人権・同和問題で
みんなの人権セミナーが始まります

　人権尊重の社会づくりが叫ばれていますが、今の地域社会が置かれた状況から、

１０年後の自分が住む地域の姿を想像してみませんか！

　「みんなの人権セミナー」にご参加いただき、人権感覚を高めて地域づくりのキッ

カケとしたらいかがでしょうか。

日　時 内　容 会　場

1
 ７月　9日（水）

19:30 ～ 21:00

現代社会と心のケア

原田　豊さん（鳥取県立精神保健福祉センター 所長）

保健福祉センターなわ
（大山町御来屋 467）

☎ 0859‐54‐5207

2
 ８月 19 日（火）

19:30 ～ 21:00

同和問題の現状と課題～今訴えたいこと～

山田幸夫さん（部落解放同盟鳥取県連合会 書記長）

人権交流センター
（大山町茶畑 1077-3）
☎ 0859‐54‐2286

3
 ９月 11 日（木）

19:30 ～ 21:00

拉致被害者の人権・家族の思い
松本　孟さん（拉致被害者家族会 会員）
妹原　仁さん（特定失踪者問題調査会 常務理事）

生活想像館
（大山町赤坂 708）

☎ 0858‐49‐3310

4
10 月 ８日（水）

19:30 ～ 21:00

やさしく生きる～犯罪被害者の家族の心情～

浜田妙子さん（鳥取県議会議員）

生活想像館
（大山町赤坂 708）

☎ 0858‐49‐3310

5
11 月 19 日（水）

19:30 ～ 21:00

障害者の人権を考える～地域で暮らすための支援～

光岡芳晶さん（ＮＰＯ法人ステップ 理事長）

大山町役場・大山支所
（大山町末長 500）

☎ 0859‐53‐3311

6
 １月 16 日（金）

19:30 ～ 21:00

波濤を越えて～外国人の人権を考える～

崔
さい

　炳
へい

郁
いく

（水原修一）さん（キンダイ観光有限会社代表）

大山町役場・大山支所
（大山町末長 500）

☎ 0859‐53‐3311

7
 ２月 16 日（月）

19:30 ～ 21:00

みんなが幸せになりたい～男女共同参画を考える～

井上耐子さん（鳥取県連合婦人会 会長）

保健福祉センターなわ
（大山町御来屋 467）

☎ 0859‐54‐5207

①日程・内容は、講師の都合などにより変更になることがあります。
②小学校入学までを対象に託児を受け入れます。希望される方は、お子さんの人数と年齢を開
催日の４日前までに申し込んでください。
　申し込み先　大山町人権推進課（人権交流センター内）　☎ 0859‐54‐2286
③この講座は、「とっとり県民カレッジ」との連携講座です。

７月１０日から８月９日まで
　　　部落解放月間です

　鳥取県では「みんなの願い　差別のない社会　人権尊重の社会」をテーマに、7月 10 日から 8月 9日までの

1カ月間を「部落解放月間」と定めています。部落問題の解決には、わたしたち一人ひとりが問題を正しく理解

すること、そして自分の問題として考え行動することが大切です。

　月間中、人権交流センター（大山町茶畑）と図書館本館（大山町赤

坂）では、同和問題をはじめさまざまな人権問題に関する本の紹介コー

ナーを設置しています。この機会にぜひご来館ください。
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お　

知　

ら　

せ

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

◆
相
談
科
目　

耳
鼻
科

◆
日
時　

7
月
31
日
（
木
）

   

受
付　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

診
察　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
定
員　

10
人（
申
し
込
み
が
必
要
）

◆
相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
、
等
級
変

更
の
た
め
診
断
書
の
作
成

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
補

聴
器
交
付
等
の
判
定

・
更
生
援
護
施
設
利
用
に
関
す
る
相
談

・
身
体
に
障
害
を
有
す
る
方
の
更
生
相
談

◆
持
参
す
る
物

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
使
用

し
て
い
る
補
聴
器

◆
申
込
み
期
限　

7
月
24
日
（
木
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

児
童
・
家
庭
相
談

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
、
家
庭
に
お
け
る

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
関
す
る
相

男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て

　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
町

立
図
書
館
本
館
、
名
和
分
館
、
大
山

分
館
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

に
ち
な
み
、
7
月
6
日
ま
で
女
性
の

人
権
に
関
す
る
本
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は

今
年
で
58
回
目
を
迎
え
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
毎
日
の
よ
う

に
事
件
や
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰

す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
が
、

罪
を
償
い
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
決
意

し
た
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
犯

罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な

い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

鳥
取
県
実
施
委
員
会
（
69
機
関
・

団
体
）
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
定

め
て
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

○ 

重
点
目
標

　

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と

参
加
を
求
め
る
」

7
月
は

○ 

統
一
標
語

　

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ

う
立
ち
直
り
」

○
大
山
町
の
啓
発
活
動
の
取
り
組
み

　

日
時　

7
月
1
日
（
火
）

　

中
山
地
区 

中
山
中
学
校
玄
関
前

　

名
和
地
区 

名
和
中
学
校
玄
関
前

　

大
山
地
区 

JR
大
山
口
駅
前

新
し
い
保
護
司

　

６
月
１
日
付
で
新
た
に
山
根
和
夫

さ
ん
（
上
野
）
が
保
護
司
と
し
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
で
、
犯
罪
・
非
行
を

し
た
人
の
社
会
復
帰
を
地
域
で
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
対
象
者
・

そ
の
家
族
な
ど
に
指
導
を
行
っ
た

り
、
相
談
に
の
る
な
ど
し
て
立
ち
直

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

の
実
現
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
手
に
と
っ
て

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
勤
労
統
計

調
査
特
別
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31

日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
〜

４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
規
模
事

業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お

よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に

す
る
大
切
な
調
査
で
す
。
調
査
対
象

と
な
る
事
業
所
に
は
、
７
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
統
計
調
査
員

が
訪
問
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
時
間
の

変
更
に
つ
い
て

大
山
診
療
所

　

毎
週
水
曜
日
は
「
検
査
と
往
診

の
日
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
午

前
が
検
査
、
午
後
が
往
診
と
赤
松

診
療
の
日
と
し
、
通
常
の
診
療
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先  

大
山
診
療
所

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
５
２
１
０

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
近
所
で
長

時
間
激
し
い
泣
き
声
や
怒
り
声
が
し

て
心
配
。
近
所
に
ほ
っ
た
ら
か
し
に

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
心
配
。

と
い
っ
た
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
匿
名
で

も
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
相
談
時
間
◆

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

※
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
は
、
夜

間
・
休
日
い
つ
で
も
電
話
で
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

◆
相
談
窓
口
◆

　

幼
児
教
育
課　

（
名
和
公
民
館
内
）

◆
電
話
番
号
◆

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
９



平成２０年 7月号21

お　

知　

ら　

せ ボ
タ
ン
型
電
池

の
処
分
方
法

　

現
在
、
大
山
町
で
は
ボ
タ
ン
型
電

池
の
収
集
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
あ
る
販
売
店
へ
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

【
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
あ
る
販
売
店
一
例
】

・
デ
オ
デ
オ
米
子
店

　

３
階
レ
ジ
付
近

・
ジ
ャ
ス
コ
日
吉
津
店

　

２
階
家
電
売
場
レ
ジ
付
近

・
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
名
和
店

　

レ
ジ
付
近

＊
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
生
活
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

所
得
変
動
に
伴
う

住
民
税
の
還
付

　

住
民
税
は
前
年
の
所
得
に
つ
い
て

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
18
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、
平
成
19
年

に
所
得
が
な
く
、
所
得
税
が
課
さ
れ

な
い
と
し
て
も
、
平
成
19
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

方
は
、
税
源
移
譲
に
伴
う
特
例
措
置

と
し
て
、
平
成
19
年
度
の
住
民
税
に

限
っ
て
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
付
し
て
い
た
だ
い
た
住
民
税
の

一
部
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。役

場
で
わ
か
っ
て
い
る
該
当
さ

れ
る
方
に
は
、
減
額
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。

◆
申
告
期
間

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で

◆
申
告
方
法

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
へ
減
額
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

◆
日
時　

７
月
17
日
（
木
）
19
時
〜

◆
場
所　

名
和
公
民
館
視
聴
覚
室

◆
指
導
者

　

西
部
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
職
員

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
方
法　

７
月
14
日
（
月
）
ま

で
に
名
和
公
民
館
（
☎
０
８
５
９
‐

各
種
健
康
教
室

◆
ヨ
ガ
教
室　

誰
で
も
出
来
る
や
さ

し
い
ポ
ー
ズ
で
、
全
身
を
刺
激
し
て

血
行
を
よ
く
し
ま
す
。

・
場
所 

名
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
日
時 

毎
週
火
曜
日　

17
時
〜
18
時

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

鳥
取
県
立
米
子
産
業
体
育
館
専
属

石
油
直
圧
式
給
湯
機
の
自
主
回
収
に
つ
い
て

コ
ー
チ　

古
村
直
美

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
初
回

は
無
料
体
験
に
な
り
ま
す
。

◆
若
返
り
健
康
塾　

筋
力
の
ア
ッ
プ

を
図
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
通
し
て
基

礎
代
謝
の
増
加
を
促
し
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
を
目
指
し
ま
す
。
関
節
可
動

域
の
拡
大
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
よ
り
関

節
痛
の
予
防
改
善
、
介
護
の
い
ら
な

い
体
を
作
る
教
室
で
す
。

・
場
所 

名
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
日
時 

毎
週
木
曜
日　

14
時
〜
15
時

・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

  

健
康
運
動
実
践
指
導
者 

松
本
亮
介

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
初
回

は
無
料
体
験
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
０
３
５

◆
主
催　

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
（
大

山
町
社
会
体
育
施
設
指
定
管
理
者
）

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
８
７
３
３

54
‐
２
６
８
８
）に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

・
受
講
者
に
は
、
16
ミ
リ
映
写
機
操

作
技
術
免
許
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
免
許
証
の
有
効
期
間
は
４
年
間
で
す
。

・
平
成
16
年
７
月
に
受
講
さ
れ
た
方

は
再
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

・
映
写
機
操
作
技
術
免
許
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
映
写
機
・
フ
ィ
ル

ム
の
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

経
済
産
業
省

　

発
火
・
焼
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
次
の
該
当
製
品
を

お
使
い
の
方
は
、早
急
に
下
記
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ窓口受付センターフリーダイアル（無料）】
（１） ㈱ノーリツの製品
㈱ノーリツ ０１２０‐０１８‐１７０
高木産業㈱ ０１２０‐５７５‐３９９
㈱日立ハウステック ０１２０‐５５１‐６５４

（２） 東陶機器㈱の製品
　東陶機器㈱・長洲産業㈱・
   ネポン㈱
　   ０１２０‐４４４‐３０９
　高木産業㈱
　   ０１２０‐５７５‐３９９
（３） 長洲産業㈱の製品
　長洲産業㈱
　   ０１２０‐６５２‐９６３

漫
画
本
の
寄
贈

　

境
港
市
出
身
の
漫
画
家
、
水
木
し
げ
る

さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
「
悪
魔
く
ん
」
の

漫
画
本
を
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
中
国

支
部
よ
り
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
貸

本
版
40
冊
と
マ
ガ
ジ
ン

版
40
冊
の
合
計
80
冊
で

す
。
大
山
町
内
の
学
校

や
図
書
館
に
置
く
予
定

で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
本
館

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
０
１
０

（
製
品
名
の
末
尾
の
＊
に
は
英
数
字
が
続
き
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　

す
べ
て
該
当
品
で
す
）

会社名 ブランド 製品名 該当製造年月日

㈱ノーリツ NORITZ

高木産業㈱ パーパス
〈日立化成工業㈱〉
㈱日立ハウステック

ー

97( 平成 9)
年 3 月から
01( 平成 13)
年 3 月まで

OTQ-302*/OTQ-303*/OTQ-305*
OTQ-403*/OTQ-405*/OQB-302*
OQB-305*/OQB-403*/OQB405*
AX-400ZRD
HO-350*/HO-360*/HO-450*
KZO-460*

（１）㈱ノーリツ製品

会社名 ブランド 製品名 該当製造年月日

東陶機器㈱ TOTO

長洲産業㈱ CIC

ネポン㈱ NEPON

高木産業㈱ パーパス

95( 平成 7)
年 8 月から
99( 平成 11)
年 6 月まで

RPE32K*/RPE40K*/RPE41K*
RPH32K*/RPH40K*/RPH41K*

URA320/URA320S
URB320/URB320S
UR320/UR320S/UR404S

（２）東陶機器㈱製品

PDF-321V/PDF-401A/PDF-411D-A
DX-411D/PDX-321V/PDX-411D

TP-BS320*D(ただしTP-BS320は除く）
TP-BS402*D/TP-BSQ402*

会社名 ブランド 製品名 該当製造年月日

長洲産業㈱ CIC

㈱ワカサ ワカサ

東京ツチヤ
販売㈱ ツチヤ

96( 平成 8)
年 5 月から
99( 平成 11)
年 10 月まで

（３）長洲産業㈱製品

PDX-403D/DX-403D
PDF-403D/DF-403D
DX-403DF
WBF-400C

AX-402A/EX-403A
FK-405A/FC-406A



22平成２０年 7月号

お　

知　

ら　

せ

第
６
回

甲
川
渓
流

   

ま
つ
り

◆
日
時　

　

８
月
３
日
（
日
）

   

９
時
30
分
〜
14
時

◆
場
所

　

大
山
町
甲
川
う
ぐ
い
す
橋
下
手

　

（
旧
中
山
町
内
甲
川
釣
り
セ
ン
タ
ー

　

か
ら
上
流
２
０
０
ｍ
）

◆
集
合
場
所

　

８
時
〜
９
時
の
間
に
中
山
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

◆
参
加
料

　

一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
０
０
円
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）

※
な
お
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
。

◆
参
加
申
し
込
み

　

７
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
、
お
配

り
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い
る

申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
次
の
い

ず
れ
か
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
役
場
本
庁　

企
画
情
報
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

○
中
山
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

○
大
山
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

・ 

開
会　

９
時
30
分
〜

・ 

自
然
探
検
タ
イ
ム　

10
時
〜

　

探
検
隊
結
成
！
大
自
然
い
っ
ぱ
い

の
甲
川
を
体
感
し
よ
う
！

・ 

魚
の
つ
か
み
取
り
大
会　

11
時
〜

　

年
代
別
で
、
制
限
時
間
内
に
捕
ま

え
た
魚
の
大
き
さ
を
競
う
。

・ 

昼
食
タ
イ
ム　

12
時
30
分
〜

　

捕
れ
た
魚
を
そ
の
場
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
！
好
き
な
野
菜
を
持
ち
込
ん

で
も
Ｏ
Ｋ
。
夏
の
定
番
、
そ
う
め
ん

流
し
も
あ
る
よ
。

・ 

後
片
付
け
（
参
加
者
全
員
）

　

14
時
〜

　

ゴ
ミ
を
現
地
に
残
さ
な
い
よ
う

に
後
片
付
け
を
す
る
の
も
大
切
な
こ

と
。
野
外
活
動
を
す
る
う
え
で
の
最

低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
み
ん
な
で
気

持
ち
よ
く
思
い
出
と
ゴ
ミ
を
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

テ
メ
キ
ュ
ラ
市

訪
問
団
募
集

　

町
で
は
、
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
国
際
感
覚
豊
か
な

人
材
を
育
成
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
友
好
親
善
訪
問
団
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

☆
訪
問
地

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
メ
キ
ュ
ラ
市

　

ほ
か

☆
期
日　
　

　

平
成
20
年
12
月
３
日
（
水
）
か
ら

　

12
月
11
日
（
木
）
ま
で
の
９
日
間

☆
募
集
人
員　
　

５
人

☆
経
費　
　

　

派
遣
費
用
の
１
／
２
程
度
の
個
人

負
担
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
20

万
円
程
度
の
予
定
で
す
）

☆
応
募
資
格　
　

　

大
山
町
内
に
居
住
す
る
健
康
な
方

☆
申
し
込
み
方
法　
　

　

８
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
し

込
み
書
と
作
文
を
次
の
い
ず
れ
か
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
提
出
書
類

・
申
し
込
み
書
（
役
場
各
支
所
総
合

窓
口
課
及
び
本
庁
企
画
情
報
課
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

・
作
文　

題
名
・
研
修
を
希
望
す
る

理
由
（
４
０
０
字
詰
め
用
紙
2
枚
以

内
）

☆
申
し
込
み
先

　

役
場
本
庁　

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

　

中
山
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

　

大
山
支
所　

総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

☆
団
員
の
選
考

　

提
出
書
類
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
本
庁 

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

※
日
程
、
経
費
は
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

大
山
町
の
姉
妹
都
市
、
西

部
開
拓
時
代
の
面
影
を
残
す

オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
と
ワ
イ
ン

の
街
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア 

テ
メ
キ
ュ
ラ
市
へ
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

募
集
・
試
験

平
成
20
年
度

調
理
師
試
験

　

平
成
20
年
度
調
理
師
試
験
が
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

平
成
20
年
９
月
５
日(

金)

　

9
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

◆
場
所

　

鳥
取
会
場
ー
鳥
取
県
庁
講
堂

　

倉
吉
会
場
ー
中
部
総
合
事
務
所
講
堂

　

米
子
会
場
ー
西
部
総
合
事
務
所
講
堂

◆
書
類
の
提
出
期
間

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
６
月
30

日
（
月
）
〜
７
月
11
日
（
金
）
の
期

間
（
土
日
を
除
く
）
に
規
定
の
書
類

を
添
え
て
、
最
寄
り
の
県
総
合
事
務

所
生
活
環
境
局
等
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
の
安
心
推
進
課

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
８
５

西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
２
１
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お　

知　

ら　

せ

時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３１日
７：00 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号

そうだ！健診に行こう

８：00 最近の出来事 増刊号 最近の出来事 増刊号

９：00

10：00

11：00

12：00 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号

そうだ！健診に行こう

13：00 最近の出来事 増刊号 最近の出来事 増刊号

14：00

15：00 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号

そうだ！健診に行こう

16：00 最近の出来事 増刊号 最近の出来事 増刊号

17：00

18：00

19：00

20：00 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号

そうだ！健診に行こう

21：00 最近の出来事 増刊号 最近の出来事 増刊号

22：00

23：00

0：00 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号 最近の出来事 ５・６月号

そうだ！健診に行こう

1：00 最近の出来事 増刊号 最近の出来事 増刊号

　前の週から放送している

番組は、新しい番組が準備

出来しだい、差し替える予

定です。また、業務の都合

により予定どおり放送でき

ないこともありますので、

ご了承ください。放送予定

が無い時間帯については、

文字情報で行政情報などを

提供しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３１日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

７月

◆最近の出来事 ５・６月号の内容

　○大山新茶まつり　○クリーン作戦 in だいせん

　○羽田井の炭づくり　○ピーナッツ播
は

種
しゅ

指導会

　○硯
すずり

岩　○大山小校庭芝張り　○その他

◆最近の出来事増刊号の内容

　○名和マラソンフェスタ 2008

　○大山西小学校大運動会

　○第６２回大山夏山開き祭

平
成
20
年
度

自
衛
官
募
集
中

　

自
衛
官
等
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
26
歳
以
下
の
男
女

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
10
日

（
水
）（
防
大
・
防
医
大
・
看
護

は
９
月
８
日
（
月
）
〜
９
月
30
日

（
火
））

◆
１
次
試
験

　

防
衛
大
学
校

　

11
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

　

防
衛
医
科
大
学
校

　

11
月
1
日
（
土
）・  

２
日
（
日
）

　

航
空
学
生

　

９
月
23
日
（
祝
火
）

　

看
護
学
生

　

10
月
25
日
（
土
）

　

一
般
曹
候
補
生

　

９
月
20
日
（
土
）

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

　

９
月
20
日
（
土
）

◆
希
望
者
に
は
、
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
受
験
説
明
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
無
料
）

◆
対
象　

高
校
卒
業
程
度
（
18
歳

以
上
26
歳
以
下
の
男
女
）

　

第
１
回　

８
月
10
日
（
日
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

　

第
２
回　

８
月
31
日
（
日
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
役
場
総
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
２
４
４
０

自
衛
隊
説
明
会

　

９
月
に
実
施
さ
れ
る
自
衛
官

採
用
試
験
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま

す
。
自
衛
隊
は
、
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
興
味
の
あ
る
方
・

知
り
た
い
方
は
、
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

平
成
20
年
８
月
５
日
（
火
）

　

11
時
〜
12
時 

大
山
地
区

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

名
和

地
区
・
中
山
地
区

◆
場
所

 

（
大
山
地
区
）

  

大
山
公
民
館
２
階
会
議
室

 

（
名
和
地
区
）

  

名
和
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

 

（
中
山
地
区
）

  

中
山
支
所
２
階
庁
議
室

◆「そうだ！健診に行こう」

の放送は２日深夜まで



日 月 火 水 木 金 土

29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2
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広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

人権相談 13：30 ～ 16：00
役場中山支所

人権相談９：００～１２：００
人権交流センター

犬・ねこのひきとり
10：00 ～中山支所総合窓口課
10：30 ～本庁住民生活課
11：00 ～大山支所総合窓口課

健康相談（受付）13:30 ～
14:00 保健福祉センターなわ

第 3回大山高原クロスカ
ントリー大会
９：３０～
豪円山スキー場内　特設コース

すくすく広場 10：00～11：30
ふれあい会館

３Ｂ体操 9：30 ～ 11：00
中山農村環境改善センター

人権相談、行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

育児学級 10：00 ～ 11：30
保健福祉センターなわ

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

保育所開放日　
１０：００～１１：００

保育所開放日　
１０：００～１１：００

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

ところごスポーツフェスタ
８：３０～
仁王堂公園、大山中学校体育館

育児学級
１０：００～１１：３０
福祉センターなかやま

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

海の日

大山町納涼花火大会
２０：００～２１：００
( 花火打ち上げ時間）御来屋漁
港一帯

第 28回全日本トライア
スロン皆生大会
町内各所

大山の恵み からす天狗市
１０：００～１４：００
大山国体広場 

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

おはなし図書館
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
大山公民館

各小・中学校終業式

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　　　　   公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

8 月

第4回大山町民グラ
ウンドゴルフ大会
１３：２０～
仁王堂公園 芝生広場

法律相談
９：３０～１１：３０
保健福祉センターだいせん

行政相談９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

行政相談
９：３０～１２：００
保健福祉センターなわ

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各 福祉センター

心配ごと相談 9：30～12：00
各 福祉センター大山地区海岸一斉清掃

８：００～

平田・末吉海岸

農業委員相談日
９：0０～１１：３０
役場中山支所

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
名和公民館

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
役場大山支所

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

大山学講座
「太平記を巡って」
９：００～１１：４５
名和公民館

大山町みんなの人権セミナー
「現代社会と心のケア」
１９：３０～２１：００
保健福祉センターなわ

みんなで工作しよう
１０：００～１１：００
大山公民館

大工さん遊び
１０：００～１１：３０
町立図書館本館

夏の交通安全県民運動
７月８日～７月１７日

科学工作をしよう
１０：３０～１１：００
名和公民館



種 別 月　日 場　所 時  間 対　象

肺がん検診

7月 1日（火）

４０歳以上

 ＊時間ぎりぎりに来られ   

ますと、次の場所への受付

時間に影響しますので、余

裕を持ってご受診くださ

い。7月 2日（水）

種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布
7月 11 日（金）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就
学前の幼児（6カ
月に 1回受ける）

歯のアンケート、
フッ素手帳、歯
ブラシ、コップを
お持ちください

乳幼児健診 7月 23 日（水）
保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 14:30

3 カ月～

      2 歳 6 カ月

母子健康手帳を

お持ちください

1歳6カ月・

3歳児健診

7月  9 日（水）
中山農村環境改善

センター

13:00 ～ 13:30
1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します7月 30 日（水）

保健福祉センター

なわ

8月  8 日（金）
保健福祉センター

だいせん

予
防
接
種

ＢＣＧ 7月 29 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

子どもの健診・予防接種のお知らせ

※１歳６カ月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本になります。

　ほかの地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

７月１日～８月 10日までのお知らせを載せています

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

7月  4 日（金）

7月 18 日（金）

8月  1 日（金）

保健福祉セン

ターだいせん
13:30 ～ 15:00

ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

7月  7 日（月）

7月 28 日（月）     

8 月  4 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 15:00

 7 月 11 日（金）   

7 月 25 日（金）   

8 月  8 日（金）

中山農村環境

改善センター
9:30 ～ 11:00

大山町包括支援

センター医師

健康相談

7月 25 日（金）
保健福祉セン

ターなわ

（受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談。

医師・保健師・栄養士による各種

疾病の相談、心の相談。どなたで

も利用できますのでお出かけくだ

さい。

☆子どもの健診、予防接種、基本健診、各種がん検診、

健康相談、健康づくりなどに関することは

保健福祉センターなわ福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防などに関することは

大山町地域包括支援センター　　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級

 7 月  4 日（金） 福祉センターなかやま☆
受付（9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子

  絵本の読み聞かせ

  なかよし遊び 
 7 月 18 日（金） 保健福祉センターなわ

すくすく

広場

 7 月 11 日（金）

 7 月 25 日（金）

 8 月  8 日（金）

ふれあい会館 10:00 ～ 11:30
保育所に行ってい

ない親子と妊産婦
季節の遊び

栄養相談  7 月 29 日（火）
保健福祉センターなわ
＊ＢＣＧ予防接種の場で行います

13:45 ～ 15:00
３カ月～１歳児の

保護者

離乳食のミニ講話、試食、

栄養士、保健師の相談

その他の教室・相談のおしらせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター  開館時間：月曜日～金曜日（祝日は除く）8:30 ～ 17:15、第 2土曜日 8:30 ～ 13:30 ○子育て

中のふれあいの場として、いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行

事はどなたでも参加できます　○いつでも子育て相談できます（個別相談もできます）○たんぽぽ通信（月１回）発行

☆ 4月から中山地区での育児教室の実施場所が変わりました。

各種検診のおしらせ

＊大腸がん検診は集団検診の各会場で受け付けます。

＊検診には必ず該当票をお持ちください。忘れると受診できませんのでご注意ください。

＊肺がん、大腸がん検診は、一部受診票を送付していますので、お持ちください。（なくても

受けられます。

＊料金、持ち物についてはお知らせをご覧ください。

下坪塗野様宅車庫前

御来屋漁村ｾﾝﾀｰ

旧奈和木町国昭様宅前

上大山地区集会所

ﾌｰﾄﾞｼｮｯﾌﾟはやしばら

保健福祉ｾﾝﾀｰなわ

 9:00 ～ 9:20

 9:50 ～ 10:20

11:00 ～ 11:10

11:30 ～ 11:45

14:00 ～ 14:20

14:50 ～ 15:10

前谷近藤昭夫様宅前

倉谷公民館

小竹公民館

陣構集落ｾﾝﾀｰ

上坪寺井孝享様宅前

商工会館前

保健福祉ｾﾝﾀｰなわ

 9:00 ～ 9:20

10:10 ～ 10:20

10:40 ～ 10:50

11:15 ～ 11:35

14:00 ～ 14:20

14:45 ～ 15:00

15:20 ～ 15:35




